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割引券アンケート結果報告 
 

１ アンケート概要 

 (1) 目的 

今回のアンケート調査は、「飯田市プレミアム割引券」の利用実態を把握するとともに、コロナで影

響を受けている事業者の現状を調査するために実施しました。 

  また、初めての「割引券」方式を採用しただけでなく、有効期間の異なる２種類の割引券（テイクア

ウト券・ささえあい券）事業として実施したため、事業者の売上等にどの程度の効果があったのか把握

するために調査を実施しました。 

 

 (2) 調査対象 

  全加盟店 1,039店舗 

 

 (3) 調査方法 

  全加盟店に郵送配布、郵送・FAX・フォームにて回収 

 

 (4) 回答期間 

  ６月 30日から７月 20日 

 

 (5) 回収状況 

  回答数：390  回答率：37.5% 

 

２ 効果 

 (1) 割引券の取扱い 

  本事業は初の「割引券」方式を採用しただけでなく、有効期間が異なる２種類の券を発行して実施し

ましたが、80％の事業者から「取扱いやすかった」という回答を得ることができたことから、概ね順

調に取扱いが行われたと考えられます。 

 

 (2) 割引券事業による売上への影響 

  割引券事業により、売上が上がった事業者は約 50％、下がった事業者は 2％という結果から、半数

以上の事業者の売上に貢献できたのではないかと思われます。 

  また、売上が下がった事業者がわずかだったことから、コロナによる事業者への影響を少しでも抑え

ることができたのではないかと思われます。 

 

 (3)２種類の割引券の効果 

  今回発行した割引券は、テイクアウト券とささえあい券の２種類があり、飲食店のみで利用できる

テイクアウト券に加え、ささえあい券は全業種に利用できたことから、飲食業の 73％で売上が向上し

たという結果を得ることができました。 

小売業では全体の 38％で売上が向上しましたが、残りの約 60％は売上が変わらなかったという結

果となりました。小売業で割引券を利用される方には、普段の買い物として使われる方が多いといった

声もあるため、売上に対する効果は飲食業と比較し小幅なものになったと思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
飯田市事前検査で安心な会食応援事業 アンケート調査結果報告書 

 

産業経済部 商業観光課 

 

１ アンケート概要 

 (1) 目的 

今回のアンケート調査は、「飯田市事前検査で安心な会食応援事業」の利用実態を把握

するために実施しました。 

  

 (2) 調査対象 

  利用者 277件 事業所 107件 

 

 (3) 調査方法 

  簡易検査キットにアンケートを同封して配布し、郵送にて回収 

 

 (4) 回答期間 

  ３月 18日から９月 30日まで 

 

 (5) 回収状況 

  利用者 回答数：94 （回答率：33.9％） 

  事業者 回答数：46 （回答率：43.0％） 

 

２ 結果の分析 

 (1) 利用者 

・ 利用機会は職場の歓送迎会（22%）などの節目の行事だけではなく、職場の懇親会

（13％）、地域での集まり（7％）での利用などが見られました。この他に総会、趣味

の集まり、定期的な会合など様々なシーンで活用されました。 

・ 利用した団体の規模について、10人から 30人までの団体での利用（76％）があり、

幅広く利用していただくことができました。 

・ 検査キットは簡易に利用できた（83％）との回答が多く、今後も利用したいとの回答

（81％）も多数ありました。 

・ 一方、感染者が増加し感染警戒レベル５となった7月以降利用者が少なくなりました。 

 (2) 事業者 

・ 誘客のため従業員が検査していることを SNS 等で周知している事業所が半数近くに

上りました。 

・ 検査キットの利用によって会食がされやすくなるとする事業者が 63％でした。また、

職場環境に検査キットは有用と答えた事業者が 98％でした。 

 

 

 

 

 

 


